
○ 発行計画の減額対応（４，８００億円 → ４，６００億円）

・ 第２１回大阪府財務マネジメント委員会で示した大阪府債発行計画（案）において、臨時財政対策債（※１）に係る大阪府への
公的資金の配分額は未確定であったため、配分額をαとし、確定後フレックス枠で調整することとした。

・ その後、公的資金は約２４０億円配分されたことから、結果としてフレックス枠での発行額は１，１００億円となった。

・ 今後フレックス枠を活用して発行する予定の１６０億円（※２）のうち、外貨建て国内債（１００億円）は現在、市場条件が整う
タイミングを見計らっている。なお、発行ができない場合には、円建て債への振替発行等により対応。
（※１） 地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも充てられる地方財政法５条の特例として発行される地方債

令和４年度における府債発行について 資料２

＜ 第２１回大阪府財務マネジメント委員会（令和４年２月７日）時点 ＞ （単位：億円）

＜ 最終見込み ＞ （単位：億円）

（※２） １60億円のうち100億円は外貨建て国内債での発行を予定
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